
非線形解析 – 大変形塑性軸対称かしめ



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 解析概要00

軸対称モデルを 20 mm 押し込み、
かしめ の塑性変形を再現します。

2D 軸対称解析はサーフェスが Y 軸上で
360° 回転していると仮定した場合の解析を行います。
CAD モデルは XY 平面のサーフェスで作成する必要があり、
回転軸となる Y 軸は X=0 です。

20 mm 強制変位

X=0



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 解析設定01

①

解析をスタートするには、
IRONCAD アドインリボンタブの
IronCAD MultiPhysics の [Add FEA] 
をクリックします。



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 解析設定01

[線形静解析/非線形解析] と
[2D 軸対称] を選択して、
[OK] をクリックします。

①

③

②



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 解析設定01

[応力] を選択し、
[マルチステップ] と [大変形] を
チェックオンにします。

仮想時間は、
開始 0
終了 1
インクリメント 0.1
と設定します。
この設定により仮想時間の
0 ステップから 1 ステップにおいて、
0.1 ステップごとに解析を行います。

①

②

③

④



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 単位、材料設定02

解析ツリーのモデルを選択後、
表示されたモデルページで [単位設定]
をクリックします。
ここで荷重を N 、質量を kg に設定
します。

※長さ単位は CAD で使用している
単位に合わせます。

①

②

③

④

⑤



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 単位、材料設定02

①

②

③

材料設定をします。
ライブラリにある JIS C Steel の 
S45C を設定します。

④



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 単位、材料設定02

材料を追加します。
モデルページに戻り、
[材料の新規追加] ボタンをクリックします。

①

②



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 単位、材料設定02

①

②

ライブラリにある JIS Steel の 
SS400 を設定します。



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 単位、材料設定02

②

⑥

①

③

④

⑤
[非線形/異方性] をチェックオンにし、
[材料の編集] をクリックします。

[Von Mises 塑性条件] と
[等方硬化] にチェックを入れます。

塑性降伏応力 245 N/mm^2
等方硬化係数 300 N/mm^2
を入力します。

この設定により、
塑性変形させることができます。
設定するのは SS400 のみです。



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 単位、材料設定02

②

[+] ボタンをクリックし、ツリーを展開します。
S45C に設定されている パーツ38 (緑色パーツ)を
ドラッグ & ドロップで SS400 に割り当てます。

①



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 拘束設定03

拘束条件を設定します。
[固定/回転] を選択します。

①

②



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 拘束設定03

赤色パーツの右側部を完全拘束します。

①
②



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 拘束設定03

拘束条件を追加します。
[固定/回転] を選択します。

②

①



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 拘束設定03

②

③

①

緑色パーツの下部を Y 方向のみ拘束します。



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 拘束設定03

拘束条件を追加します。
[固定/回転] を選択します。

②

①



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 拘束設定03

灰色パーツの上部を
Y 方向に -20 mm 強制変位させます。

②
③

①



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 拘束設定03

拘束条件を追加します。
[表面接触] を選択します。

②

①



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 拘束設定03

①

[選択以外すべて] がチェックオンに
なっていることを確認します。



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > メッシュ設定04

[詳細メッシュ設定] を行います。

①

②



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > メッシュ設定04

詳細メッシュサイズを 1.5 mm に設定し、
緑色パーツを選択します。

①

②

③



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > メッシュ設定04

②

④

③

グループ化しないボディで [独立] を
選択します。
接触拘束を使用し、パーツ同士が接触
している場合はこの設定を使用します。

[メッシュの生成] をします。
メッシュサイズはデフォルト値の
ままです。

①



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 結果表示05

[メッシュの生成] が完了したので、
結果ページの [解析] をクリックし、
解析実行します。

②
①



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 結果表示05

解析の途中経過です。
ステップごとに繰り返し解析を
行っています。



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 結果表示05

解析結果が表示されました。

[設定] をクリックし、
[実変形] にチェックを入れます。

①
②

③



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 結果表示05

①

[ステップアニメ] をクリックすると、
ステップごとの解析結果をアニメーションで表示します。



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 結果表示05

①

[<] [>] ボタンで各ステップにおける
変形状態を確認できます。



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 結果表示05

①

②

③

コンタ表示を塑性ひずみに切り替えます。



Step

非線形解析 - 大変形塑性軸対称かしめ > 結果表示05

塑性ひずみの解析結果です。
10 ステップ

塑性ひずみが発生している
つまり、塑性していることが
確認できます。
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